
皆様、残暑お見舞い申し上げます。連日の猛暑、でも暦の上では、秋。     

朝夕は少し秋らしさも出てまいりました。今回は、８月の行事を掲載いた

します。   

走潟地区の行政区長、民生

委員・児童委員、老人会、女性

会地区委員、体協、消防団、

PTA など２５名の参加があ

り、講師の市地域包括支援セ

ンター保健師と社会福祉士

から、①認知症を知り②自分

ができる事を考え③地域の高

齢者をみんなで支えていきま

しょう。というテーマでの大

変意義のある講話でした。 

【相談機関】 

宇土市地域包括支援センター（☎０９６４－２４－１５５５）まで 

 
「本物のちんすこうみたいね！」「甘くないラス

クはヘルシーで、つまみにもなるかも‼」第２回目

のおいしいおやつづくり後の感想の一部です。今回

のメニューは、“ちんすこう風と甘くないラスク”で

す。１２名の参加者が４名ずつの

３班に分かれ、講師の井手先生の指導で、最初は戸惑いながら

も徐々に手際よく調理が進んでいきました。オーブンで焼きあ

がる合間に、保健師さんからの血圧の講話を聞きました。孫や

子供に作ってあげたいという感想も聞かれました。とても好評

でした。来月９月２５日（水）は「腸活マフィン（洋ナシとチョコレート）」づくりです。 

甘くないラスク調理中 

「集い・ふれあい・学び」 

文責：走潟公民館長 芥川 学 

認知症に対する正しい理解が必要 

真剣に聞き入る参加者 

↑甘くないラスク 

←ちんすこう風 

認知症の人を地域で支える心がまえ 

・認知症になっても何もわからなくな

るのではありません。その方の自尊心

を大切に。偏見を持たないようにする 

・認知症の人の障がいばかりを見ない

で、地域の一員として受け入れましょ

う。普通の高齢者として受け入れる 

・認知症の人や介護している家族を地

域全体で支えましょう。家族の方が相

談しやすい関係を持つ・・・資料抜粋 



走潟公民館としては 2年ぶりの実施です。6年生の１人は、4年生で

の体験をかすかに覚えており、個人的に来たことがあったのは 6名でし

たが、プラネタリウム見学は 2名だったようです。どの子も大変楽しみ

に見に来たということでした。                      

熊本博物館は、“未来へつなぐ熊本の記憶”をテーマに、地下 1階がプ

ラネタリウム、1階が熊本の歴史と文化の由来をさぐる、2階が熊本の自

然にひそむ魅力と不思議に気づくとして、展示パネルや模型・資料で紹介

してあり、メモを取りながら館内を見て回る参加者もいました。最後に、

お目当ての”プラネタリウム見学”です。薄暗い中３６０度の天空が映し

出されると、いつも見ている光景が、何とも不思議な世界への入り口に差

し掛かっているかのように、次への展開が待ち遠しくなりました。そこで

一転して、ドラえもんとその仲間たちが登場です。その宇宙への案内人は、

今の世界と宇宙を不思議なほど安心してつないでくれました。子供たちか

らは「楽しかった」の感想をたくさん聞くことができました。

中・高校生の親睦を目的とした、走潟地区

青少年健全育成協議会主催の「中・高校生ミ

ニバレー大会」を、今年も夏休み中に走潟地

区体育館で実施しました。それぞれ昼間は

部活動などの活動があった中に、午後６時

３０分の開会式に間に合うように集合して

くれました。参加チームは、昨年より１チー

ム多い西下・三ケ、南下、西上、南上、東、

北・平木の６チームでした。地区体育館は中

高生の和気あいあいの中にも熱戦の連続で

大変盛り上がりました。市ミニバレー会長

の丸山哲也さんや理事の重元郁代さんも、

中高生のプレーに目を細めておられまし

た。日中の猛暑を吹き飛ばすような笑顔や歓

声が響いた夏の夜のひと時でした。中・高校生の皆さん、来年も又お会いしましょう。

～速報‼～大健闘

９位／２５チーム中詳報特集は１０月号で

熊本博物館の玄関前で 

今にも動き出しそうなＳＬ 

富田行政区長会長 

さんの講評の様子 

お忙しい中お手伝いしてい

ただいた走潟体協の皆さん 

熱戦の様子 


